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２０２３年度助成先
(活動期間 2024年4月～2025年3月)

【カテゴリー１】世界を目指す選手の応援

森本 悠生選手
＜バドミントン＞

川眞田 結菜選手
＜水泳＞

【カテゴリー２】普及・振興活動への支援

202３年度は2つのカテゴリーを設定し、
次の３先へ合計120万円を支援いたしました。

第43回北海道障がい者冬季スポーツ大会
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・障がい 先天性難聴による聴覚障害
・競 技 デフバドミントン
・所 属 北海高等学校バドミントン部

遠征費、大会参加料、用具・備品購入費等

森本悠生選手

2025年 4月 令和7年度札幌地区春季高校
バドミントン大会（札幌市）

2025年 5月 国民スポーツ大会全道（室蘭市）

2025年 6月 高体連全道（苫小牧市）

2025年11月 デフリンピック（東京都）

2024年 5月 2024日本ろう者ランキングサーキット大会（埼玉県）

男子シングルス優勝、男子ダブルス準優勝、混合ダブルスベスト８

2024年 8月 第77回北海道バドミントン選手権大会（伊達市）

男子シングルスベスト８、男子ダブルスベスト16

2024年11月 第20回日本ろう者バドミントン選手権北海道大会（恵庭市）
男子シングルス優勝、男子ダブルス優勝、混合ダブルス予選リーグ敗退

2024年12月 第10回アジア太平洋ろう者競技大会inマレーシア（マレーシア）
男子シングルスベスト16、男子ダブルス銅メダル、混合団体戦金メダル

2025年 1月 第57回北海道高等学校新人バドミントン大会兼
第53回全国高等学校選抜バドミントン大会南北海道予選会(苫小牧市)
男子シングルスベスト４、男子ダブルスベスト16、団体戦ベスト４
…ほか多数大会、遠征などに参加
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・障がい 感音性難聴
・競 技 水泳
・所 属 JDSA JSS清田

大会参加費、遠征費、合宿参加費等

川眞田結菜選手

2024年 6月 第78回国民スポーツ大会水泳競技大会北海道予選会 女子無差別100M背泳ぎ3位

2024年 7月 札幌ジュニア水泳競技大会 女子 13～14歳200M背泳ぎ 2位

2024年 7月 北海道中学校体育大会 女子全道中学校 200M背泳ぎ1位、100M背泳ぎ2位

2024年 8月 第43回日胆地区選手権水泳競技大会(室蘭市)女子 13～14歳100M背泳ぎ1位
2024年 9月 第18回日本デフ水泳選手権大会（和歌山県)・女子無差別100M背泳ぎ 1位

・女子無差別4x50Mフリーリレー 1位

2024年11月 2024年JSSｸﾞﾗﾝﾄﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ(兵庫県)女子13～14歳 100M背泳ぎ3位、200M背泳ぎ3位

2025年 2月 第47回全国JOCｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ春季北海道予選会
女子13～14歳 50M自由形3位、100M自由形3位

…ほか多数大会、遠征などに参加

2025年 4月 2025日本パラ水泳春季チャレンジレース
（静岡県）

2025年 6月 日本知的障害者選手権水泳競技大会
(神奈川県)

2025年 7月 2025年度北海道中学校体育大会

2025年11月 デフリンピック（東京都）
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■開 催 日 2024年3月10日（日）
■会 場 朝里川温泉スキー場
■主 催 公益財団法人北海道障がい者スポーツ協会
■参加者数 51名
■競技種目 大回転競技

ランクA／500m ランクB／400m
ランクC／300m

距離競技
ランクA／3,000m ランクB／1,000m・
ランクC／500m ランクC／150ｍ

●障がい者スポーツ大会の開催
（はまなす車いすマラソン、夏季、冬季北海道障がい者スポーツ大会、北海道身体障がい者アーチェリー大会、
北海道障がい者水泳大会、北海道障がい者卓球競技大会、北海道障がい者ボウリング大会）

●全国障がい者スポーツ大会の北海道選手団派遣事業の実施
●スポーツ教室開催、指導者養成事業の実施
●北洋銀行スポーツ応援事業・障がい児者スポーツ団体助成

第43回北海道障がい者冬季スポーツ大会

競技消耗品、運営費用等

好天に恵まれた当日、全道各地からスキーを愛好する障がいのある方々にお集まりいただきました。
障害区分のほか、それぞれの競技レベルに合わせたランクを設けて競技種目を実施したため、
ベテラン選手から初出場の方まで様々な選手が参加しました。
また、これまで参加資格を13歳以上としていましたが、今大会から年齢の制限をなくしたことにより、
若年層の活性化を図ることが出来ました。
今回は初出場の選手も多く、不安と緊張の中、伴走者とともに完走した選手にとっては、
記録を競うだけのものではなく、達成感と自信を得る機会として、大きな意義のある大会となりました。
初出場や若年者の参加が多くみられた大会となり、未来に希望を見出せるものと考えます。


